











































































































（1975 年 4 月 30 日）を契機とするが、日本では











助は、1979 年 11 月の難民事業本部の発足でようや
く始まり、同年 12 月に姫路定住促進センター、

















2011 年 2015 年 増加率（倍）
技能実習  13,524  57,581 4.3 
留　　学  5,767  49,809 8.6 
永住者  10,361  13,539 1.3 
技術・人文知識・ 
国際業務
 3,021  8,784 2.9 
家族滞在  1,859  5,365 2.9 
定住者  5,726  5,346 0.9 
日本人の配偶者等  1,778  2,182 1.2 
永住者の配偶者等  848  1,429 1.7 
特定活動  378  1,254 3.3 
企業内転勤  343  656 1.9 
宗　　教  157  217 1.4 
研　　修  258  197 0.8 










































































































































































































































パ トーナー選択 母国訪問の頻度 アイデンティティ 該当者 数




































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 1 ）ここで「技能実習」の在留資格は、「1 号イ」
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対象 性別 年齢 トランスナショナルな社会空間の方向性と実践の類型 生誕地 現国籍 滞日経緯 学歴 職業 使用可能言語
V3 男 23 逓減 ホスト国志向型 ベトナム （6-7 歳来日） ベトナム 難民（父） 高校中退 無職
日本語 
ベトナム語△
V4 男 20 消失 ホスト国志向型 日本 日本 （誕生） 難民（親） 高（定時）卒 土木業 日本語
V11 女 29 消失 ホスト国志向型 日本 日本 （５年前） 難民（親） 高校中退
現夫の会社
事務 日本語
V12 女 24 逓減 ホスト国志向型 日本 日本 （帰化） 難民（親） 大卒 アルバイト
日本語 
ベトナム語△




難民（親） 高卒 DoCoMo （産休中）
日本語 
ベトナム語△
V16 女 28 逓減 ホスト国志向型 日本 日本 （帰化） 難民（親） 法科大学院 弁護士 日本語
V17 男 23 逓減 ホスト国志向型 ベトナム （１歳来日） ベトナム 難民（親） 大卒 無職
日本語 
ベトナム語△










V8 女 30 維持 二国間志向型
ベトナム 
（14～ 15 歳 
来日）
永住 難民（兄） 大卒 パ トー （通訳）
ベトナム語 
日本語〇
V9 女 31 維持 二国間志向型
ベトナム 













V1 男 27 構築 多文化社会志向型 日本 日本 （帰化） 難民（親） 短大卒 製造業
日本語 
ベトナム語△
V5 男 25 構築 多文化社会志向型 インドネシア （0 歳来日） ベトナム 難民（親） 高（定時）卒 製造業 日本語










V15 女 30 構築 多文化社会志向型 日本 日本 （帰化） 難民（親） 高卒 花屋
日本語 
ベトナム語△








V2 男 26 葛藤 葛藤 日本 日本 （誕生） 難民（親） 専門卒 建築業 日本語















不明 工場勤務 工場勤務 なし なし 逓減 断絶的 なし 考えられない 下降
不明 −（離婚） 無職（病気療養） なし なし 逓減 断絶的 なし 日本人 水平／上昇
父：なし
母：小途中 不定 不定 なし なし 消失 断絶的 なし 既婚：日本人 上昇／下降
不明 不明 不明 なし なし なし 断絶的 なし 国籍にコンプレックスのない人 水平
不明 −（離婚） 不明 なし なし 逓減 断絶的 なし 既婚：日本人 水平／上昇
父：中学
母：高校 定年 退職 なし なし 逓減 断絶的 なし 既婚：日本人 上昇
父？





不明 −（離婚） 不定 頻繁 （妻経由） 維持 愛着的 なし 既婚：ベトナム人 水平
不明 不明 不明 ほとんどしない なし 維持 愛着的 なし 既婚：ベトナム人 水平
不明 −（同居） −（同居） 頻繁 なし 維持 愛着的 なし 既婚：ベトナム人 水平
父：大学？




−（死別） -　（同居） なし なし 維持 愛着的 なし 既婚：ベトナム人 水平／下降
不明 工場勤務 −（死別） （教会） なし 逓減 構築的 なし 既婚：日本人 上昇
不明 不明 不明 なし なし 逓減 構築的 なし 在日ベトナム人 上昇
父母ともに 
小卒程度？ 不明 不明 なし なし 逓減 構築的
あり
（アメリカ） 既婚：日本人 上昇
















（レストラン） なし なし 消失 断絶的 なし 日本人／ベトナム人 下降／水平
父：なし
母：小途中 不定 不定 頻繁 なし 維持 愛着的 なし 既婚：日本人 上昇
− 40 −
ベトナム系ニューカマーのトランスナショナルな実践（清水睦美）
